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泊主

藤

是

妙

開
舎
の
二
字
は
法
華
経
の
思
想
を
全
的
に
言
ひ
顕
は
す
よ
き
文
字
で
あ
る
c
法
華
経
の
山
な
る
身
延
山
の
関
門
に
、
開
合
闘
と
記
さ
れ

た
る
六
牙
潮
師
の
三
大
文
字
は
、
と
の
御
山
に
最
も
相
臆
ぜ
る
額
面
と
し
て
、
毎
に
合
掌
拝
観
し
つ
L
通
過
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
文

明
の
機
械
が
思
想
図
作
に
ま
で
影
響
す
る
も
の
L

一
ツ
と
し
て
、
電
車
自
動
車
等
の
交
通
は
、
参
拝
者
に
針
す
る
難
有
き
思
惑
な
る
と
同
時

に
、
隼
き
露
蹟
を
逸
せ
し
め
る
の
み
左
ら
守
、
御
山
の
幽
遼
傑
厳
味
を
損
減
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
今
の
開
舎
闘
の
如
き
も
幸
に
寧
掌
の
設

明
を
聞
い
た
も
の
は
‘
共
の
瞬
間
車
窓
よ
り
一
瞥
す
る
に
止
ま
り
、
但
だ
大
き
た
草
書
で
あ
っ
た
と
思
ふ
ば
か
り
で
あ
る
。
偶
K

山
内
に

あ
っ
て
さ
へ
、
祖
師
堂
あ
る
を
知
っ
て
棲
一
柳
閣
あ
る
を
知
ら
歩
、
総
門
あ
る
を
知
っ
て
間
合
闘
あ
る
を
知
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
自
分
は

先
日
佐
K

木
帥
の
施
本
感
鹿
院
日
得
聖
人
の
報
恩
誌
を
得
て
、
聖
人
を
回
顧
す
る
と
同
時
に
と
の
開
舎
の
感
を
新
に
し
た
の
で
あ
る
。

開
舎
と
い
ふ
と
と
は
宗
門
の
撃
者
に
と
り
て
・
は
、
殆
ん
ど
常
識
的
に
考
へ
ら
れ
・
な
が
ら
、
と
の
位
謬
ら
れ
易
い
思
想
は
な
い
。
そ
と
で

と
の
開
舎
思
想
に
封
す
る
認
識
を
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
忠
ふ
。

聞
と
い
ふ
字
は
、
開
顕
・
開
費
・
問
除
・
開
廃
等
と
熟
字
し
て
、
隠
援
護
覆
を
取
り
除
く
意
味
と
、
同
時
に
法
門
の
内
容
民
相
を
明
か

に
す
る
意
味
・
な
れ
ば
、
と
の
一
字
で
も
門
戸
開
放
内
外
融
迫
真
相
琵
却
の
献
態
は
能
く
領
鮮
が
出
来
る
。
共
の
上
に
合
は
舎
融
・
舎
尉
・

ム
町
田
合
・
舎
入
等
と
熟
字
し
て
、
恰
も
百
川
の
一
大
掘
に
朝
宗
す
る
が
如
く
‘
差
別
の
諸
法
を
一
ツ
の
も
の
に
師
入
せ
し
む
る
意
味
で
あ
る

か
ら
、
開
舎
と
い
ふ
時
は
直
に
真
理
顕
彰
、
諸
法
統
一
、
平
等
無
差
の
綜
合
的
名
稲
と
心
得
べ
き
で
る
る
。
川
疋
の
如
く
考
へ
る
と
き
同
曾

開

曾

a思

想

九



開

舎

忠、

想、

。

の
思
想
は
但
だ
法
華
経
に
限
る
べ
き
で
あ
る
が
、
悌
一
代
の
聖
一
救
に
於
て
、

凡
そ
園
理
を
詑
く
庭
叉
幾
分
間
舎
の
思
想
が
・
な
い
で
も
な

v、
口

故
に
五
口
組
は
一
代
大
意
紗
〈
一
八
四
）
に
爾
前
の
固
と
し
て
、

華
厳
・
浮
名
・
般
若
等
国
理
の
詮
文
を
接
げ
来
り
て
、
「
少
々
開
舎

の
法
門
を
説
く
臨
も
あ
り
」
、
と
仰
せ
に
な
っ
て
一
往
法
華
以
前
の
開
舎
を
沿
許
し
に
な
っ
て
居
る
。
然
し
通
漫
に
法
関
救
理
の
融
通
を
以

エ
開
舎
と
見
な
す
な
ら
ば
‘
帥
救
に
畑
山
ら
や
他
の
ん
一
不
敬
及
び
折
H

皐
思
想
中
に
も
、
之
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
共
で
は
開
舎

を
以
て
法
華
最
勝
の
妙
刷
、
法
華
思
想
の
金
的
表
現
な
ど
と
珍
重
す
べ
き
慣
値
は
な
い
と
思
ふ
。
加
之
乙
の
ま
L
粗
略
に
考
ふ
る
・
な
ら
ば

雨
前
も
法
華
も
念
怖
も
題
目
も
同
じ
と
一
五
ふ
思
想
に
煩
ひ
さ
れ
、
や
が
て
は
催
貨
雑
乱
の
大
誘
法
に
堕
す
る
と
と
で
あ
ら
う
。
五
口
組
の
所

前
「
日
本
闘
の

z
説
法
は
雨
前
の
固
と
法
華
の
固
と
一
ツ
と
い
ふ
義
の
盛
た
り
し
よ
り
と
れ
は
じ
ま
れ
り
」
と
の
御
言
葉
は
移
し
て
以
て
五
日

等
が
将
来
の
警
告
と
せ
ね
ば
・
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
更
に
問
舎
の
民
意
、
内
容
‘
目
的
等
を
研
哀
し
て
見
る
と
、
容
易
に
前
越
の
如
く
簡
単
に

説
明
し
て
は
措
け
・
な
い
。
即
ち
悶
舎
の
意
味
は
前
の
通
り
に
相
違
な
け
れ
ど
も
、
立
名
の
所
以
は
正
に
法
華
に
あ
る
の
で
、
根
本
は
法
華

の
妙
旨
を
費
揮
す
べ
き
大
事
な
法
相
な
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
丈
を
暫
く
雨
前
の
凶
殺
に
寄
せ
て
視
た
ま
で
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。
一
＝
日

び
換
れ
ば
法
華
開
舎
の
後
、
更
に
爾
前
を
顧
み
て
そ
の
法
味
を
再
吟
味
し
、
そ
の
法
門
の
慣
値
批
判
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
問
舎
は
法
華
の
妙
を
開
聞
は
す
べ
き
主
要
の
法
相
で
‘
法
華
思
想
を
共
ま
L
顕
は
す
言
葉
だ
と
も
一
五
へ
る
の
で
あ
る
・
υ

即
ち
天
台

の
主
治
（
丘
四
左
）
に
は
コ
一
に
妙
を
明
さ
ば
泊
し
て
こ
と
な
す
、
一
に
は
相
伴
こ
に
は
絶
待
た
り
、
此
の
粧
（
法
華
経
）
は
唯
二
妙
を

論
ポ
」
（
原
漢
文
）
と
あ
り
て
、
相
待
に
妙
を
諭
や
る
時
に
は
、
八
7

（
法
務
一
・
〉
品
目
（
雨
前
）
彼
（
雨
前
）
此
（
法
華
）
相
封
し
、
松
の
土
日
の

危
の
散
を
破
廃
し
て
今
の
救
の
妙
な
る
を
一
不
し
、
絶
作
に
妙
を
論
や
る
時
に
は
、
模
即
宜
三
来
即
一
一
来
と
開
舎
す
る
が
放
に
、
賓
の
外
に

椛
な
く
一
千
叫
ん
の
外
に
三
乗
・
な
く
、
会
く
今
品
目
隔
舎
の
法
の
別
な
き
を
彰
は
し
て
、
正
に
法
華
の
調
妙
b
L
諭
守
る
の
で
あ
る
。
故
に
前
者
は

一
位
彼
此
の
愈
砂
を
判
じ
、
後
者
は
施
植
の
械
を
開
舎
し
て
、
法
荘
一
・
の
質
法
に
師
納
し
て
見
れ
ば
、
本
来
と
の
質
法
の
本
心
か
ら
‘
施
機



の
諸
法
を
分
別
し
た
の
だ
か
ら
・
皆
一
賓
の
妙
法
と
な
っ
て
、
彼
此
樺
賓
の
相
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
日
疋
を
宗
祖
は
組
勘
文
紗
（
一
八

九
七
〉
の
中
に
「
四
十
二
年
の
夢
中
の
化
他
方
便
の
法
門
も
、
妙
法
蓮
華
経
の
嬬
の
心
に
蝿
ま
り
て
‘
心
の
外
に
は
法
左
き
な
り
、
此
を

法
華
経
の
開
舎
と
は
云
ふ
・
な
り
」
と
仰
せ
に
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
爾
前
の
諸
経
は
法
華
の
真
置
を
顕
は
さ
ん
が
矯
め
の
樫
謀
な

る
が
故
に
、
法
華
の
震
が
顕
は
る
れ
ぽ
爾
前
の
構
謀
を
要
し
な
く
、
凡
で
は
法
華
・
経
陣
内
の
も
の
と
な
っ
て
‘
比
較
す
ぺ
き
何
物
も
な
く

骨
法
華
の
一
一
来
法
と
た
っ
て
、
恰
も
模
粧
の
存
在
を
亡
じ
た
形
に
・
な
る
か
ら
‘
開
の
時
即
ち
廃
す
と
も
言
は
る
L
の
で
る
る
。
さ
れ
ば
宗

組
は
「
絶
待
妙
と
申
す
は
開
舎
の
法
門
に
て
候
」
（
縮
遺
九
八
〉
と
仰
せ
に
な
り
、
併
せ
て
謬
り
易
き
思
想
を
警
戒
し
て
居
ら
れ
る
。

是
の
如
く
結
待
妙
の
意
は
．

一
代
聖
歌
を
共
ま
L
法
華
経
な
り
と
開
合
す
れ
ど
も
、
法
華
経
乙
そ
能
聞
の
妙
で
‘
爾
前
経
共
他
一
切
の

法
を
能
く
開
合
す
る
妙
用
あ
り
と
な
し
、
爾
前
経
等
は
と
の
法
華
経
に
よ
り
て
問
合
せ
ら
る
L
所
開
の
法
と
定
め
て
（
遺
文
一
九
五
、
問

九
三
〉
開
舎
の
主
障
を
明
に
す
べ
き
で
あ
る
。
陪
て
諸
大
乗
経
中
の
法
門
も
、
法
華
の
矯
め
の
部
分
訟
と
し
て
、
或
る
時
は
と
れ
を
開
曾

し
て
活
用
し
、
叉
或
る
時
は
法
華
経
の
開
舎
に
よ
り
て
、
諸
経
営
分
の
敬
谷
を
究
覚
せ
し
め
る
妙
術
を
も
含
ま
れ
て
居
る
の
で
、
開
舎
は

叉
浄
化
・
活
用
・
成
怖
を
も
意
味
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
〈
御
遺
文
一
八
九
七
・

一
九
一
一
）

と
の
場
合
逝
即
是
順
と
相
封
的
に

間
合
す
る
の
と
、
小
善
を
其
の
ま
L
大
平
均
日
と
同
種
類
に
就
て
開
命
日
す
る
の
と
．
ご
た
通
り
あ
れ
H
C
も
今
は
之
を
略
す
る
。

然
ら
ぽ
前
に
撞
べ
た
る
法
華
以
前
の
開
舎
と
は
如
何
、
華
巌
・
方
等
・
般
若
等
諸
大
乗
経
過
同
の
固
理
を
、
法
華
部
よ
り
且
く
敢
に
約

し
て
別
し
て
興
へ
る
謹
よ
り
、
少
々
開
舎
あ
り
と
詑
く
の
で
、
諸
味
の
岡
敬
は
更
に
開
す
べ
か
ら
や
’
と
い
ふ
も
の
は
是
で
あ
る
。
然
れ
ど

も
部
に
約
し
て
通
じ
て
奪
ふ
時
は
、
諸
味
の
岡
敬
は
特
多
少
棋
を
食
入
内
し
て
居
る
故
に
、
悉
く
所
聞
の
法
と
な
る
と
と
前
述
の
通
り
で
あ

る
‘
但
し
雨
前
に
許
さ
る
L
開
舎
は
法
の
み
の
開
舎
で
、
人
の
開
舎
は
法
華
経
に
限
る
と
せ
ら
る
L
の
で
、
そ
の
版
闘
に
既
に
貰
狭
の
茅
－

の
あ
る
と
と
だ
け
は
よ
く
解
る
。
更
に
そ
の
内
奥
の
員
理
を
研
裏
す
る
時
は
、
但
だ
岡
融
相
即
の
妙
理
と
言
ふ
だ
け
で
‘
国
哉
と
稗
す
る

開

令

思

想



~11 

合

．思

恕

一
部
一
一
映
の
艇
典
が
あ
る
の
で
な
く
．
充
様
・
恋
歌
理
を
含
ん
で
居
る
と
一
試
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
法
華
よ
り
そ
の
部
の
距
意
と
し
て
の
教

理
を
認
め
て
法
開
舎
と
す
れ

E
も
‘
華
巌
は
僻
陀
随
自
の
内
詩
、
方
等
は
開
詞
を
主
と
し
て
の
小
概
劉
破
去
れ
ぽ
、
開
舎
の
意
顕
は
れ
宇

仙
川
若
部
は
法
の
融
通
を
目
的
と
す
る
の
で
、
脚
か
法
開
舎
と
稀
す
る
と
と
が
問
来
る
ま
で
ど
あ
る
。
共
の
法
門
の
内
容
と
し
て
も
、
法
恭
一
・

の
如
き
諸
法
世
相
十
界
平
等
の
虞
理
が
顕
は
れ
ざ
る
限
り
、
法
の
み
の
開
舎
も
未
だ
完
全
と
は
品
目
は
れ
ぬ
。
況
し
て
爾
前
の
開
舎
は
各
其

都
内
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
法
華
の
法
問
舎
は
綿
じ
て
一
代
聖
教
を
所
聞
の
法
と
す
る
。
故
に
況
口
組
は
「
法
問
舎
の
交
は
方
等
般
若
に
も

品
川
川
に
談
ゃ
れ

E
も
法
華
に
等
き
事
友
し
」
（
御
遺
文
六
六
六
）
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

共
上
に
法
華
謎
門
の
開
願
に
於
て
は
、
開
標
額
賀
に
於
て
爾
前
の
棋
の
敬
理
を
間
合
し
、
舎
三
蹄
一
に
於
て
爾
前
の
棋
の
行
人
を
間
合

し
‘
闘
満
た
る
訟
の
開
舎
の
上
に
、
爾
前
に
絶
へ
て
た
き
二
乗
人
天
等
庚
く
九
界
の
衆
生
を
開
舎
し
て
、
等
し
く
一
一
僻
乗
に
舎
入
せ
し
め

た
。
日
疋
が
諸
艇
に
秀
で
た
る
人
の
開
舎
で
‘
と
の
時
に
は
開
舎
に
よ
り
て
五
共
の
思
想
が
よ
く
顕
は
れ
て
く
る
。
即
ち
皆
成
怖
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
是
の
如
く
控
門
の
四
一
開
舎
の
上
に
、
本
門
の
開
顕
K
於
て
は
、
伽
耶
近
成
の
敬
主
糟
傘
を
以
て
、
五
百
墜
賠
久
遠

本
併
の
垂
越
と
左
し
、
そ
の
誼
併
を
開
舎
し
て
、
本
併
の
質
事
を
顕
は
す
と
共
に
、
総
て
の
働
界
の
根
本
的
統
一
を
は
か
り
、
漣
門
の
四

一
開
舎
に
封
し
て
、
本
門
の
敬
現
行
果
を
顕
は
す
．
即
ち
本
地
所
詮
の
境
界
た
る
本
有
の
賓
相
も
議
に
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
越
門
の
開
顕
を
以
て
、
爾
前
の
人
法
を
間
合
し
・
本
門
の
開
顕
に
依
て
、
爾
前
趣
門
の
諸
仰
を
開
舎
し
、
二
門
の
開
顕
を
以
て
正

wh
法
華
の
開
舎
を
全
ろ
す
と
訟
す
も
の
は
、
尚
ほ
謹
門
に
立
脚
せ
る
天
台
の
開
舎
思
想
に
し
て
‘
本
門
立
脚
の
五
口
組
よ
り
見
れ
ば
‘

切

所
聞
と
怠
る
べ
き
で
あ
る
。
其
は
誇
量
品
の
顕
本
を
塵
賄
久
遠
と
せ
ば
、
従
来
の
例
法
を
開
舎
し
得
る
と
す
る
も
、
過
去
に
塵
貼
の
最
初

あ
れ
ば
、
本
営
に
過
去
常
と
は
一
試
は
れ
ぬ
。
剰
へ
本
悌
所
詮
の
境
界
を
漣
門
所
顧
の
宜
相
と
す
る
様
で
は
、
諸
味
の
固
障
同
に
遠
か
ら
ず

る
感
じ
が
す
る
。
乃
ち
五
口
組
は
本
門
書
量
品
の
文
底
を
徹
見
し
て
無
始
の
古
併
を
顕
は
し
、
古
悌
の
内
詮
を
妙
法
蓮
華
・
艇
と
し
た
の
で
、



本
併
も
無
始
無
格
三
世
常
住
に
し
て
、
所
詮
の
本
法
亦
本
有
常
住
事
常
無
作
の
妙
法
な
れ
ば
、
三
世
十
方
の
諸
悌
並
に
所
設
の
経
法
而
か

も
今
日
頴
設
の
書
量
品
に
至
る
ま
で
、
悉
く
今
の
書
量
文
底
妙
法
五
字
に
封
ず
れ
ば
、
序
分
で
あ
り
主
段
準
備
の
法
門
・
な
れ
ば
（
御
遺
文

九
四
二
）
五
百
塵
知
本
畳
の
併
と
雄

E
も
、
同
県
に
無
始
の
本
伸
に
問
合
せ
ら
れ
、
書
目
亙
品
ま
で
の
h

拡
散
の
法
門
も
、

一
切
妙
法
五
字
に
罷

ま
っ
て
、
妙
法
木
伸
の
外
に
は
何
物
も
・
な
き
程
に
、
同
満
究
覚
の
開
舎
が
行
は
れ
る
。
随
て
と
の
時
に
は
偉
大
な
る
包
溶
性
も
、
三
法
一

休
の
妙
旨
も
、
質
際
に
護
持
せ
ら
れ
る
の
で
、
同
疋
を
異
に
法
華
経
の
悶
舎
と
も
‘
品
H

成
品
抑
道
と
も
云
ふ
、
絶
待
唯
一
の
法
門
視
で
あ
り
、

世
界
統
一
の
本
悌
翻
で
あ
る
。
開
舎
の
思
想
も
蕊
ま
で
来
・
な
け
れ
ば
徹
底
し
た
い
の
で
あ
る
。
悲
に
無
限
大
の
救
済
力
が
る
り
、
認
に
高

法
活
用
の
妙
能
あ
る
を
知
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。
徒
に
浅
薄
紅
る
間
合
思
想
に
泥
ん
で
、
樺
賞
雑
乱
の
大
誘
法
に
堕
せ
ざ
ら
ん
と
と
を
切
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

（
十
二
、
十
、
十
五
、
在
延
血
中
寮
幼
卒
未
定
稿
）

開

令

回

"'" 

想、


